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　時間外勤務手当
24 年度支給額 1,410 万円

職員 1 人当たり平均支給年額 7.7 万円

①
農
家
の
方
が
安
心
し
て
農
業
を
営

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
農
地
保
全
の

お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

②
と
て
も
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事

で
、
一
生
懸
命
応
対
を
し
て
「
あ
り

が
と
う
」
と
感
謝
さ
れ
る
と
嬉
し
い

で
す
。

③
町
の
農
業
振
興
の
た
め
、
新
規
就

農
者
の
増
加
な
ど
に
貢
献
し
て
い
き

た
い
で
す
。

城谷  佳祐
（農林水産振興課）

岩﨑  翔
（住民福祉課）

①
各
種
届
出
書
の
受
け
付
け
や
、
住

民
票
な
ど
の
証
明
書
を
交
付
し
て
い

ま
す
。

②
例
え
ば
献
血
な
ど
、
役
場
の
業
務

範
囲
の
広
さ
に
驚
き
ま
し
た
。
申
請

書
類
の
種
類
も
と
て
も
多
く
、
覚
え

る
の
が
大
変
で
す
。

③
申
請
に
来
ら
れ
た
方
が
、
ス
ム
ー

ズ
に
手
続
き
を
終
え
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

笹川  和馬
（企画課）

①
主
に
、
皆
さ
ん
の
生
活
が
よ
り
良

く
な
る
よ
う
に
現
状
を
調
査
・
分
析

す
る
統
計
業
務
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

②
統
計
調
査
で
協
力
し
て
い
た
だ
け

る
調
査
員
の
方
々
か
ら
調
査
に
関
す

る
相
談
を
受
け
、
そ
れ
が
解
決
し
た

と
き
に
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

③
統
計
業
務
を
通
じ
て
町
の
現
状
や

課
題
を
把
握
し
、
今
後
の
仕
事
に
生

か
し
て
い
き
た
い
で
す
。

成瀬  梓（地域包括
支援センター）

①
町
内
の
高
齢
者
の
方
が
安
心
に
暮

ら
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
サ
ポ
ー
ト

を
し
て
い
ま
す
。

②
色
々
な
人
と
仕
事
を
し
て
い
る
の

で
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
が
大
切
。

何
で
も
他
の
職
員
の
方
に
も
相
談
す

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

③
高
齢
者
の
方
が
気
軽
に
何
で
も
相

談
で
き
る
よ
う
な
セ
ン
タ
ー
に
し
た

い
で
す
。

　

名
田
庄
中
学
校
で
は
、
保
護
者
の
働
く
姿
に
ふ
れ
、
働
く
こ
と

の
尊
さ
や
意
義
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
職
場
訪
問
学

習
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
役
場
に
来
て
く
れ
た
３
人
は
、
今
年
度
に
入
庁
し
た
４
人

の
職
員
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
写
真
撮
影
、
中
塚
議
長
と
模
擬
答

弁
を
行
う
「
子
ど
も
議
会
」
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。

～
名
田
庄
中
学
校
職
場
訪
問
学
習
～

役
場
の
仕
事
っ
て

　
　

   

ど
う
で
す
か
？

▲議会答弁を体験
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① 

役
場
で
ど
ん
な
お
仕
事
を
し
て
い
ま
す
か
？

② 

役
場
に
入
っ
て
感
じ
た
こ
と
や
や
り
が
い
は
？

③ 

仕
事
で
の
今
後
の
目
標
は
？

東 奈実さん小西 沙英さん 岡 彩音さん

　

議
会
や
取
材
な
ど
と
て
も
貴

重
な
体
験
が
で
き
ま
し
た
。
職
員

の
方
が
や
り
が
い
を
持
っ
て
仕

事
を
し
て
い
て
、
こ
れ
か
ら
も
良

い
町
に
な
る
よ
う
に
が
ん
ば
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

取
材
を
体
験
し
て
、
各
業
務

で
普
段
か
ら
職
員
の
方
が
こ
ん

な
に
も
苦
労
さ
れ
て
い
る
ん
だ

と
思
い
ま
し
た
。
働
く
こ
と
は
と

て
も
大
変
だ
と
い
う
こ
と
を
実

感
し
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
職
員
の
方

が
「
地
域
の
人
た
ち
に
あ
り
が

と
う
と
言
わ
れ
た
と
き
が
一
番

嬉
し
い
」
と
言
っ
て
い
た
の
が

す
ご
く
印
象
的
で
し
た
。
私
も

自
分
の
や
り
た
い
仕
事
を
見
つ

け
て
皆
さ
ん
の
よ
う
に
楽
し
く

働
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

取
材
後
記



　職員の状況
区分 職名 人数

一般行政職

主事級 59

主査級 38

課長補佐級 29

課長級 21

技能労務職 14

その他 19

合計 180

　部門別職員数 ( 定員管理調査 )

部門・区分 25 年 24 年

一般行政 127 130

教育関係 35 37

公営企業等 19 19

合計 181 186

　人件費の状況 ( 地方財政状況調査（普通会計）)

区分 住基人口 歳出額（Ａ）

24 年度 8,742 人
（24 年度末）

111 億 2,595 万円

人件費（Ｂ） 人件費比率（B/A)

13 億 1,106 万円 11.8％

　職員給与 ( 平成 24 年度地方財政状況調査（普通会計）)

職員数
給与費 1 人当たり

給与費給料 職員手当 計

166 人 5 億 5,209 万円 2 億 6,816 万円 8 億 2,025 万円 494 万円

　一般行政職の初任給と平均給料
区分 大学卒 高校卒

初任給 161,600 円 140,100 円

経験年数 10 年 236,100 円 212,250 円

経験年数 15 年 278,100 円 225,100 円

経験年数 20 年 314,250 円 292,714 円

　職員の期末勤勉手当
1 人当たり平均支給額（24 年度） 124 万円

24 年度支給割合 期末手当　2.6 月分 勤勉手当　1.35 月分

　扶養手当・住居手当・通勤手当
区分 内容 手当額

扶養手当
配偶者 13,000 円

配偶者以外   6,500 円

住居手当 借家
（家賃額に応じた計算方法有）

27,000 円が限度

通勤手当 片道 2km 以上で 5km ごとに定める額
（※自動車等を使用する場合）

60km 以上
24,500 円が限度

　平均給料と年齢
区分 一般行政職 技能労務職

平均給料月額 300,300 円 212,800 円

平均年齢 42.2 歳 51.4 歳

　特別職の報酬など
区分 給料・報酬月額 期末手当

町長 850,000 円
24 年度支給割合

2.95 月分
副町長 670,000 円

教育長 560,000 円

議長 300,000 円
24 年度支給割合

3.1 月分
副議長 245,000 円

議員 235,000 円

　時間外勤務手当
24 年度支給額 1,410 万円

職員 1 人当たり平均支給年額 7.7 万円

　職員の退職手当
区分 自己都合 勧奨・定年

勤続 20 年 23.50 月分 30.55 月分

勤続 25 年 33.50 月分 41.34 月分

勤続 35 年 47.50 月分 59.28 月分

最高限度額 59.28 月分 59.28 月分

1 人当たり
平均支給額
（24 年度）

792 万円

　※教育長を含む

①
主
に
、
皆
さ
ん
の
生
活
が
よ
り
良

く
な
る
よ
う
に
現
状
を
調
査
・
分
析

す
る
統
計
業
務
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

②
統
計
調
査
で
協
力
し
て
い
た
だ
け

る
調
査
員
の
方
々
か
ら
調
査
に
関
す

る
相
談
を
受
け
、
そ
れ
が
解
決
し
た

と
き
に
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

③
統
計
業
務
を
通
じ
て
町
の
現
状
や

課
題
を
把
握
し
、
今
後
の
仕
事
に
生

か
し
て
い
き
た
い
で
す
。

3

人件費の公表
　おおい町の職員や三役、議会議員の給料手当などの主なものに
ついて公表します。ここに掲載する給与などは、税や各種保険料
等を引く前の額でいわゆる手取額ではありません。金額は、平成
25 年 4 月 1 日現在のものです。 問 総務課　☎ 77・1111



44

笑
顔
爽
や
か
～
町
民
体
育
大
会
～

体
育
功
労
賞
　
荒
木  

和
之
　
　
ゴ
ル
フ
競
技

体
育
功
労
賞
　
成
田  

健
次
郎
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
競
技

特
　
別
　
賞
　
越
智  

一
平
　
　
ウ
ェ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
競
技

優
秀
選
手
賞
　
中
嶋  

睦
　
　
　
ボ
ー
ト
競
技

優
秀
選
手
賞
　
藤
井  

愛
華
　
　
水
泳
競
技

優
秀
選
手
賞
　
福
井  

三
智
子
　
水
泳
競
技

優
秀
選
手
賞
　
金
子  

剛
　
　
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技

優
秀
選
手
賞
　
柿
本  

高
志
　
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技

優
秀
選
手
賞
　
濱
手  

太
秀
　
　
水
泳
競
技

優
秀
選
手
賞
　
濱
手  

琉
成
　
　
水
泳
競
技

優
秀
選
手
賞
　
荒
井  

航
　
　
　
水
泳
競
技

優
秀
選
手
賞
　
藤
田  

智
弥
　
　
水
泳
競
技

優
秀
選
手
賞
　
尾
谷  

真
帆
　
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技

優
秀
選
手
賞
　
時
岡  

拓
真
　
　
水
泳
競
技

優
秀
選
手
賞
　
森
本  

彩
水
　
　
水
泳
競
技

優
秀
選
手
賞
　
赤
井  

孝
行
　
　
ス
キ
ー
競
技

優
秀
選
手
賞
　
山
本  

智
容
子
　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技

優
秀
選
手
賞
　
浦
松  

佳
代
　
　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技

優
秀
選
手
賞
　
藤
田  

聖
也
　
　
水
泳
競
技

優
秀
選
手
賞
　
稲
澤  

駿
斗
　
　
水
泳
競
技

優
秀
選
手
賞
　
石
田  

昭
彦
　
　
水
泳
競
技

優
秀
選
手
賞
　
山
田  

耕
成
　
　
弓
道
競
技

優
秀
選
手
賞
　
松
井  

翔
　
　
　
弓
道
競
技

優
秀
選
手
賞
　
西  

皓
平
　
　
　
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技

優
秀
選
手
賞
　
木
戸
口  

幸
洸
　
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技

優
秀
選
手
賞
　
小
林  

健
太
　
　
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技

優
秀
選
手
賞
　
髙
松  

銀
河
　
　
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技

優
秀
選
手
賞
　
井
関  

す
ず
　
　
軟
式
野
球
競
技

優
秀
選
手
賞
　
村
松  

栄
理
　
　
軟
式
野
球
競
技

優
秀
選
手
賞
　
清
水  

唯
来
　
　
軟
式
野
球
競
技

優
秀
選
手
賞
　
北
村  

史
陽
　
　
レ
ス
リ
ン
グ
競
技

優
秀
選
手
賞
　
北
村  

帆
隆
　
　
レ
ス
リ
ン
グ
競
技

優
秀
団
体
賞
　
三
重
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
愛
好
会
　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
競
技

　

さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
の
も
と
開
催
さ

れ
た
今
年
の
町
民
体
育
大
会
。

　

幼
児
か
け
っ
こ
を
皮
切
り
に
、
玉
入

れ
や
二
人
三
脚
な
ど
の
各
種
目
に
幼
児

か
ら
高
齢
者
ま
で
た
く
さ
ん
の
方
々
が

出
場
し
ま
し
た
。
綱
引
き
で
は
岡
田
区

が
圧
倒
的
な
強
さ
で
優
勝
。
ひ
と
き
わ

大
き
な
声
援
を
受
け
た
メ
イ
ン
の
年
代

別
リ
レ
ー
で
は
熱
戦
の
末
、
尾
内
区
が

優
勝
し
ま
し
た
。

　

選
手
た
ち
は
、
区
民
の
声
援
を
受
け

元
気
い
っ
ぱ
い
競
技
に
参
加
。
会
場
に

は
さ
わ
や
か
な
笑
顔
が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

（
10
月
13
日　

総
合
運
動
公
園 

　
　
　
　
　
　
　

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

栄誉を称えて 平成25年度体育協会表彰（敬称略）

▲体育協会表彰　表彰式の様子
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第 5回スーパー大火勢図画コンテスト

　園児と小学生を対象に毎年行われているスーパー
大火勢図画コンテスト。5 回目の開催となる今年は、
町内外から 254 点の応募がありました。
　10 月 22 日、審査員に渡辺淳さんをお迎えして
行われた審査の結果、次の方々が入賞しました。

【入賞者の皆さん】
最優秀賞　「スーパー大火勢」　　間島 裕登くん（本郷小学校）
優 秀 賞　 「スーパー大火勢」　　澤里 歩くん（本郷小学校）
優 秀 賞　 「夏の思い出大きくまわるスーパー大火勢」　
　　　　　　　　　　　　　　　稲澤 駿斗くん（大島小学校）
優 秀 賞　 「大火勢はしあわせ」　岸﨑 光有さん（佐分利小学校）
優 秀 賞　 「きれいな花火」　　　濱岸 結心さん（本郷小学校）
優 秀 賞    「ぐるぐるたいまつ」　森川 大空夢くん（本郷小学校）
優 秀 賞　 「大火勢と花火」　　　山本 彩夢さん（佐分利保育園）
　応募のあった作品は、12 月 8 日まで総合町民センターに展示されていま
すので、ぜひ一度ご覧ください。来年も多数のご応募をお待ちしています！

入賞作品が決まりました！

スーパー大火勢実行委員会事務局 ☎ 77・9111問

芸
術
集
う
～
町
民
文
化
祭
～

　
「
空
」
を
テ
ー
マ
に
２
日
間
に
わ
た
っ

て
開
催
さ
れ
た
町
民
文
化
祭
。

　

書
道
や
絵
画
、
手
芸
な
ど
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
力
作
が
並
ん
だ
作

品
展
示
、
各
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
歌
や
踊

り
の
舞
台
発
表
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
多
く
の
方
々
が
鑑
賞
に
訪

れ
、
年
々
レ
ベ
ル
の
上
が
る
芸
術
作
品

の
前
で
足
を
と
め
、
じ
っ
く
り
と
鑑
賞

す
る
姿
が
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
ま
し
た
。

（
11
月
２
日
・
３
日 

総
合
町
民
セ
ン
タ
ー
）

▲
▶ 

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た　

　
　
　

間
島
く
ん
と
そ
の
作
品
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一
度
こ
の
世
に
生
ま
れ
た
か
ら

に
は
、
必
ず
い
つ
か
は
あ
の
世
に

逝
き
ま
す
。
こ
れ
だ
け
は
絶
対
に

平
等
な
の
で
す
。
皆
さ
ん
は
、
ご

自
分
が
あ
の
世
に
逝
く
こ
と
を
想

定
し
て
い
る
で
し
ょ
う
か
？

　

例
え
ば
、
日
本
尊
厳
死
協
会
に

所
属
し
て
い
る
方
は
（
も
ち
ろ
ん

そ
れ
以
外
の
方
で
も
）、
ご
自
分
の

死
を
強
く
意
識
し
て
い
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
そ
の
反
対
に
、
平
均
寿
命

を
越
え
て
80
代
後
半
に
な
っ
て
も
、

死
ぬ
つ
も
り
が
全
く
な
い
人
も
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
中
に
は
物

忘
れ
が
進
ん
で
、
死
ぬ
こ
と
す
ら

忘
れ
て
い
る
人
も
い
る
の
か
も
？

　

あ
る
人
が
こ
う
言
っ
て
い
ま
し

た
。「
母
親
は
『
80
歳
に
な
っ
た
ら

死
ぬ
準
備
を
す
る
』
と
言
い
つ
つ
、

79
歳
で
ガ
ラ
ク
タ
を
た
く
さ
ん
遺

し
て
逝
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
」

　

一
般
的
に
、
人
は
嫌
な
こ
と
は

考
え
た
が
ら
な
い
傾
向
に
あ
り
ま

す
よ
ね
。
で
す
が
、
考
え
て
お
か

な
い
と
残
さ
れ
た
家
族
や
友
人
た

ち
が
困
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

死
の
直
前
で
判
断
力
が
な
く
な
っ

た
り
、
意
識
不
明
に
陥
っ
て
か
ら

で
は
遅
い
の
で
す
。

　

元
気
な
う
ち
か
ら
自
分
の
最
期

に
つ
い
て
シ
ッ
カ
リ
準
備
す
る
こ

と
が
大
事
な
ん
で
す
よ
ね
。
台
風
で

も
地
震
で
も
原
発
で
も
、
あ
る
い

は
普
段
の
生
活
で
も
危
機
管
理
が

大
事
で
す
。
自
ら
行
う
こ
の
世
と

の
“
サ
ヨ
ナ
ラ
”
の
準
備
は
、
ま

さ
に
人
生
の
危
機
管
理
で
す
。

　

そ
れ
で
も
、
い
き
な
り
「
さ
あ
皆

さ
ん
、
ご
自
分
で
死
の
準
備
を
し

ま
し
ょ
う
」
と
言
わ
れ
て
も
な
か

な
か
そ
う
は
い
か
な
い
で
し
ょ
う
。

　

そ
う
い
う
方
々
に
ピ
ッ
タ
リ
な

講
演
会
を
準
備
し
ま
し
た
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
大
勢
の

皆
さ
ま
の
お
越
し
を
待
っ
て
お
り

ま
す
。

【
と　

き
】

　

12
月
12
日
㈭

　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

【
場　

所
】

　

あ
っ
と
ほ
～
む
い
き
い
き
館

【
講　

師
】

　

小
野
剛
先
生
（
秋
田
県
横
手
市
立

大
森
病
院
院
長
）
…
「
夕
暮
れ
診
療
」

「
女
性
専
用
外
来
」
な
ど
を
い
ち
早

く
取
り
入
れ
た
、
秋
田
県
で
素
晴

ら
し
い
地
域
医
療
を
実
践
す
る
医

師
で
、
中
村
の
出
身
大
学
の
大
先

輩
で
す
！

【
そ
の
他
】

　

大
飯
地
区
の
方
は
、
あ
み
ー
シ
ャ

ン
大
飯
か
ら
12
時
30
分
発
で
送
迎

バ
ス
が
出
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

12
月
12
日
開
催
！

　『
生
と
死
を
考
え
る
講
演
会
』
に
ぜ
ひ
ご
参
加
を
！

　

人
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
皆
、

平
等
で
あ
る
…
と
言
い
た
い
と
こ

ろ
で
す
が
、
本
当
に
そ
う
で
し
ょ

う
か
？

　
「
も
っ
と
背
が
高
か
っ
た
ら
よ

か
っ
た
の
に
」「
も
っ
と
鼻
が
高
か
っ

た
ら
な
ー
」
と
考
え
て
も
、
両
親
か

ら
の
遺
伝
が
あ
る
の
で
望
ん
で
も
か

な
い
ま
せ
ん
。「
も
っ
と
金
持
ち
の

家
に
生
ま
れ
た
か
っ
た
」
な
ん
て
い

う
の
も
無
理
な
希
望
で
す
。

　

で
す
が
、
誰
に
で
も
平
等
な
こ

と
が
一
つ
だ
け
あ
り
ま
す
。

　

そ
う
で
す
。
そ
れ
は『
死（
往
生
）』

な
の
で
す
。

名田庄診療所長　中村伸一

こ
ち
ら

 　

な
ご
み
診
療
所

な
ご
み
診
療
所　
　

☎
77
・
２
７
５
３

　
　

  

※
健
康
保
険
証
は
、
月
に
１
度
必
ず
窓
口
で
お
見
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　

※
診
察
予
約
な
ど
の
電
話
受
付
は
、
８
時
30
分
か
ら
17
時
ま
で
で
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
季
節
で
す
！

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
は
、

生
後
6
カ
月
以
上
の
乳
児
か
ら
接
種

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
ご
み
診

療
所
で
は
、
感
染
予
防
の
た
め
に
予

防
接
種
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

当
日
の
申
し
込
み
は
混
雑
す
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け

予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。（
一
般
の

方
用
の
問
診
票
は
診
療
所
窓
口
に
あ

り
ま
す
。
事
前
に
取
り
に
き
て
い
た

だ
く
と
当
日
ス
ム
ー
ズ
に
実
施
で
き

ま
す
の
で
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
）

●
診
療
時
間
外
で
も
接
種
可
能

　

通
常
の
診
療
時
間
内
に
受
診
で
き

な
い
方
の
た
め
に
、
別
表
の
時
間
帯

で
も
接
種
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
時
間
外
（
別
表
）
は
対
応

で
き
る
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、事
前
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
混
雑
時
は
予
約
時
間
ど
お

り
に
接
種
で
き
な
い
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

時間外インフルエンザ予防接種予定表

12 月 時　間

土 7、14、21 13 時～ 15 時

予防接種は、感染を 100％防ぐもの
ではありません。日頃から手洗い、
うがい等の予防を心がけましょう。

インフルエンザ予防接種料金表

6 カ月以上 3 歳未満 2,000 円

3 歳以上 13 歳未満 2,500 円

13 歳以上 3,000 円

65 歳以上の方や助成対象の
方はこの料金ではありません
ので、ご注意ください。

保
健
福
祉
室 

☎
67
・
２
０
０
０

問
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お気軽にご相談ください

保健福祉センターなごみ内

地域包括支援センター ☎ 77・2770
あっとほ～むいきいき館内

保健福祉室　　　　　 ☎ 67・2000

問い合わせ？？

地域包括支援センター通信

・
路
線
バ
ス

　

大
飯
地
域
と
名
田
庄
地
域
の
路
線
バ

ス
を
無
料
で
利
用
で
き
ま
す
。

【
対
象
者
】
65
歳
以
上
の
方

【
利
用
方
法
】
路
線
バ
ス
を
利
用
す
る

場
合
は
、“
乗
車
証
”
と
“
乗
車
券
”

が
必
要
で
す
。（
乗
車
券
は
申
請
に
よ

り
交
付
し
ま
す
。
申
請
に
は
乗
車
証
と

印
鑑
が
必
要
で
す
）

　

高
齢
者
の
方
が
、
い
つ
ま
で
も
元
気
で
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
す
る

た
め
に
自
宅
か
ら
の
外
出
を
支
援
す
る
事
業
で
、
次
の
３
つ
の
サ
ー
ビ
ス

が
あ
り
ま
す
。

  

外
出
支
援
事
業

２
．
福
祉
タ
ク
シ
ー

１
．
福
祉
バ
ス

・
送
迎
バ
ス

　

名
田
庄
地
域
で
は
、
あ
っ
と
ほ
～
む

い
き
い
き
館
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
名
田
庄
地
域
の
各
地
区
と
あ
っ
と

ほ
～
む
い
き
い
き
館
を
送
迎
す
る
バ
ス

を
週
３
回
無
料
で
運
行
し
ま
す
。

【
対
象
者
】
お
お
い
町
の
老
人
ク
ラ
ブ

に
加
入
し
て
い
る
方
な
ど

　

福
井
県
タ
ク
シ
ー
協
会
加
盟
の
タ
ク

シ
ー
会
社
等
を
利
用
し
た
場
合
に
、
タ

ク
シ
ー
の
基
本
料
金
（
初
乗
り
料
金
）

を
助
成
し
ま
す
。

【
対
象
者
】
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら

し
の
方
、
要
介
護
４
・
５
の
方

【
利
用
方
法
】　

申
請
に
よ
り
、
年
間
36

回
分
の“
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
割
引
券
”

を
交
付
し
ま
す
。

＊
自
動
車
税
や

軽
自
動
車
税
の

減
免
を
受
け
て

い
る
方
は
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
。

　

通
院
や
日
常
生
活
に
必
要
な
買
い

物
の
た
め
、
送
迎
の
必
要
な
方
が
、

月
２
回
ま
で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

【
対
象
者
】
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら

し
の
方
、
高
齢
者
世
帯
の
方
、
要
介
護

４
・
５
の
方
で
一
般
の
交
通
機
関
を
利

用
す
る
こ
と
が
困
難
な
方

３
．
移
送
サ
ー
ビ
ス

～
高
齢
者
の
外
出
を
支
援
し
ま
す
～

外
出
支
援
事
業
っ
て
ど
ん
な
サ
ー
ビ
ス
？

【
利
用
方
法
】

　

申
請
に
よ
り
利
用
が
決
定
し
た
方

は
、「
お
で
か
け
会
」
に
入
会
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
利
用
料
金
は
無
料
で
す

が
入
会
費
が
必
要
と
な
り
ま
す
（
年
会

費
１
２
，
０
０
０
円
）

　

皆
さ
ま
の
目
的
に
応
じ
た
移
動
手
段

を
ご
利
用
い
た
だ
き
、
こ
の
冬
も
元
気

に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。



　名田庄地域で震度 6 弱の揺れを観測し、家屋の倒壊や山肌の
崩壊が発生するという想定のもと消防訓練が実施されました。
　はじめに、消防団員が災害により負傷した方を安全な場所へ
移動させ、応急手当を行うまでの流れを確認しました。その後、
三重区の自主防災組織が参加し、避難所までの経路を確認した
ほか、初期消火訓練や煙ハウスの体験などが行われました。
　参加した三重区の方は「災害時に区民同士で協力し合い、
全員が避難場所に安全で速やかに移動できる共助の体制をよ
り充実することが大切だと感じました」と話してくれました。
　　　　　　　　　　　　（10月20日　名田庄総合運動場）

力し合うことが大切
秋季消防訓練協

内約150世帯に電気を供給
若狭おおい太陽光発電所竣工式町

　県のエネルギー研究開発拠点化計画の一環として、関西電
力により犬見区の海岸道路沿いに整備が進められていた太陽
光発電所が完成し、竣工式が行われました。式典では、時岡
町長が「低炭素のまちづくりの推進に一層寄与するものと期
待します」とあいさつしました。
　この発電所では、年間に一般家庭 150 世帯分の使用料に
あたる約 50 万キロワット時が発電される予定です。
　敷地内には、物見台や太陽光発電の概要を記したパネルな
どが設置されており、4 月から 11 月の間は施設を見学する
ことができます。　　　　　　　　　　（11月6日　犬見区）

8

をかける習慣を
自転車ワイヤーロック贈呈式鍵

　小浜警察署の防犯推進活動の一環と
して、おおい町防犯隊 美好隊長から自
転車のワイヤーロックが町内の中学校
に寄贈されました。
　はじめに小浜警察署生活安全課の
林係長から「年々自転車の盗難件数が
増えてきており、盗難に遭った自転車のほとんどが施錠されていません。中
学生の頃から、自転車に鍵をかける習慣をつけてください」とお話があり、
ワイヤーロックを受け取った大飯中学校生活委員の生徒は「学校でも鍵をか
けるよう啓発し、防犯意識の向上に努めます」と応えました。 
　　　　　　　（10 月 11 日 大飯中学校※写真　10 月 16 日 名田庄中学校）

長寿おめでとうございます！
敬老会ご

　今年も両地域で敬老会が開催されました。
　式典では、皆さんの長寿をお祝し、米寿、喜寿をお迎えに
なられた方々に、時岡町長からお祝い状と記念品が贈呈され
ました。式典終了後は、保育園児や町内サークルによる歌や
踊りが披露されるなど、参加者はお互いの長寿を祝い合い、
楽しいひとときを過ごしました。

（10 月 2 日  大飯地域 総合運動公園 体育館）
（10月19日 名田庄地域 流星館コンベンションホール※写真）
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より大事なのは気持ち
元サッカー日本代表 望月重良さんのサッカー教室何

　先月オープンした町総合運動公園球技場の記念イベントと
して、元サッカー日本代表の望月重良さんによるサッカー教
室が行われました。
　教室には町内外から小学生約 90 人が参加し、ドリブルや
パスの基本技術、試合形式の練習に取り組みました。
　望月さんは、子どもたちに「うまくなりたいという気持ち
が何より大事。日々、時間を有効に使って誰よりも練習すれ
ばきっとプロになれる」と伝えると、子どもたちもそれに応
えるようにはつらつとした動きをみせ、懸命にボールを追い
かけていました。 （11 月 9 日　総合運動公園 球技場）

場が変わりました
おおいきのこ祭り会

　これまで、情報交差点ぽーたるで行われていたき
のこ祭りが、今年は道の駅うみんぴあ大飯を会場と
して行われました。
　イベントでは、町産マツタケやシイタケの販売、
新米きのこおにぎりやきのこ汁の販売、県内産キノ
コの特売、うみりん焼きの販売などが行われ、会場
には旬の味を求める大勢の方が集まりました。
　　　　　　（10月20日　道の駅うみんぴあ大飯）

に伝統建築文化を学ぶ
住教育体験講座「伝統建築文化に触れよう」匠

　県が取り組んでいる住教育の一環として、名田庄小学校 5 年生を対象
に伝統建築文化に触れる体験講座が開かれました。
　講座では、重要文化財の修復・再建を手掛けた宮大工の直井光男さんら
が日本の伝統建築のお話や大工道具の説明をし、その後実際に子どもたち
が槍カンナ掛けなどを体験しました。建築のお仕事を学んだ子どもたちは

「カンナ掛けは最初はうまくいかなかったけど、段々と思い通りに削れる
ようになった。これで建物を作るのは大変だったと思います」と話してく
れました。　　　　　　　　　　　　　　　（10 月 18 日　名田庄小学校）

とイベント盛りだくさん
おおいうみんぴあフェスタ２０１３食

　町の特産品が一堂に集まるうみんぴあフェスタは、今年で 3
回目の開催となりました。
　会場には、若狭牛や地元海産物の干物やへしこなどバラエティー
豊かな食が並び、ステージでは、太鼓、カラオケ、キャラクター
ショー、トークショーなど盛りだくさんの催しが行われました。
　また、同時に開催されたこども家族館の秋季企画展では、電
車を操作できる鉄道模型や人力発電体験が親子連れに大人気
で、大勢の人と活気にあふれた 2 日間となりました。
　　　　　　　　　　　（11 月 9 日、10 日　うみんぴあ大飯）
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　年末年始休館日のお知らせ

　生涯学習関係施設の年末年始休館日は、
以下のとおりです。

　■ 12 月 28 日（土）～ 1 月 4 日（土）
　　・大飯図書館・史料館
　　・名田庄図書館

読書会
15 日（日）
10:00 ～ 11:30
対象　読書会会員、一般

ブランケットファミリー
8 日（日）
10:00 ～ 12:00
内容　クリスマス会

布絵本の会
9 日（月）
13:30 ～ 15:30
内容　布絵本作り

読書会「源氏物語を読む会」
12 日（木）
13:30 ～ 15:00

 

布えほんサークル活動
10 日（火）19:00 ～ 21:00

15 日（日）13:30 ～ 15:30
対象　一般、ボランティア
内容　布絵本作り

音楽とお話を楽しむ会
17 日（火）
11:00 ～ 11:30
対象　0 歳から 4 歳までの
　　　乳幼児と保護者
内容　日本語と英語のお話・
　　　手遊び歌で遊びます。

おはなし会 おひざでだっこ
19 日（木）
10:30 ～（20 分程度）
対象　０～ 3 歳児とその保護者
内容　絵本の読み聞かせ、手あそび、わらべうたなど

お知らせ

■ 12 月 28 日（土）～ 1 月 3 日（金）
　・中央公民館（総合町民センター）
　・佐分利公民館（ふるさと交流センター）
　・大島公民館（はまかぜ交流センター）
　・名田庄公民館（里山文化交流センター）
　・暦会館

名田庄公民館
（里山文化交流センター）☎ 67-3250

大飯図書館・史料館
☎ 77-2820

名田庄図書館
☎ 67-3703

愛護センター大飯支部
巡回指導
13 日 ,20 日（金）
17:00 ～
場所　JR 若狭本郷駅周辺

ブックスタート
13 日（金）
13:00 ～ 14:00
演じ手　図書館ボランティア
対象　6・7 カ月児
場所　保健センターなごみ
内容　絵本の読み聞かせ

おはなし会 おはなしのへや
15 日（日）
15:00 ～（20 分程度）
対象　3 歳～小学校低学年
内容　絵本の読み聞かせ

第 9 回きらきら寄席
8 日（日）
開場 12:30　開演 13:00
出演者　桂文我、桂佐ん吉、桂まん我
場所　若州一滴文庫　くるま椅子劇場
会費　1,000 円

寄せ植え教室
11 日（水）
19:30 ～ 21:00
講師　相蘇　龍一 氏
内容　季節の花の寄せ植え
参加料　2,000 円（材料代）

ゆきんこらんど
20 日（金）
10:40 ～ 17:30
※申込必要

渡邉 淳展
「渡邉 淳が描いた水上文学」
11 月 6 日（水）
　～ 2 月 3 日（月）
場所　若州一滴文庫

町民レスリング選手権大会
15 日（日）
9:30 ～
場所　総合運動公園 体育館
対象　町民一般
　　　（町内勤務者含む）

町民バドミントン大会
8 日（日）
8:45 ～
場所　総合運動公園
　　　　体育館・格技場
対象　町民一般
　　　（町内勤務者含む）
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12月

  第 4 回生涯学習講座

　10 月 24 日（木）、総合町民センターで
生涯学習講座を開催しました。
　4 回目となる今回は、講師に歯科衛生
士の門野 京子さんを迎え「噛む力の秘密」
と題し、お話していただきました。
　よく噛んで食事をすることにより、虫
歯・歯周病の予防や認知症予防につなが

ることを教えていただき、味そのもの
は舌にある味

みらい

蕾で感じるということで、
実際に体験してみました。
　参加者からは「分かりやすいお話で
大変聞きやすく、勉強になった」と好
評でした。

学習掲示板学習掲示板生生涯涯

活動日記

大島公民館
（はまかぜ交流センター）☎ 77-3011

中央公民館
（総合町民センター）☎ 77-1150

佐分利公民館
（ふるさと交流センター）☎ 78-1211

フラメンコ教室
12 日 ,26 日（木）
20:00 ～ 21:30 
講師　石田　ちなみ 氏

フラワーアレンジメント教室
6 日 ,27 日（金）
19:30 ～ 21:00 
講師　柿本　紀子 氏
参加料　2,000 円程度（材料代）

第 8 回ヨーガ教室
7 日（土）
10:00 ～ 11:30
講師　小牧　理絵子 氏
場所　あみーシャン大飯　
　　　　　ふれあいホール

健康づくり教室（全 6 回）
10 日（火）10:00 ～ 12:00

24 日（火）10:00 ～ 11:30
内容　10 日：第 5 回　食べ方講座
　　　24 日：第 6 回　健康づくり体操

ゲートボール教室
14 日（土）
13:30 ～ 17:00
対象　一般

英会話教室
◆幼児コース　3 日（火）19:00 ～ 19:45  
◆児童コース　10 日（火）19:00 ～ 19:45
◆一般コース　3 日 ,10 日（火）20:00 ～ 21:00
講師　ジェイコブ・ルース 氏、ジェイ・スワイスタル 氏

フィットネス教室
6 日 ,13 日 ,20 日（金）
19:30 ～ 21:00
講師　アクアマリン職員
対象　一般

歴史教室
21 日（土）
14:00 ～ 16:00 
講師　暦会館　藤田館長

絵画教室
7 日（土）
13:00 ～ 15:00 
講師　渡邉　淳 氏

佐分利地区文化祭
1 日（日）10:00 ～ 16:00
内容　・作品展
　　　・映画上映会
　　　　　【第 1 部】「マダガスカル 3」　　  11:30 ～ 13:20
　　　　　【第 2 部】「図書館戦争（実写）」　13:30 ～ 15:50
　　　・お菓子づくり体験　14:00 ～ 16:00
　　　　　講師　古池　洋子 氏
　　　　　内容　かぼちゃのチーズタルトケーキ作り
　　　　　定員　当日先着 8 組

パーティ用
　簡単ピザ作り
13 日（金）
19:00 ～ 21:00
講師　杉本　和範 氏
　　　（グリーンカフェオーナー）

対象　親子・一般
参加料　500 円

町を楽しむ会 定例会
18 日（水）
19:30 ～
施設見学や史跡めぐりを通
して、町のことを話し合い
ます。随時ご参加ください。

工作教室
15 日（日）
14:00 ～ 16:00 
講師　柿本　紀子 氏
内容　クリスマスにちなんだプ
　　　リザーブドフラワー制作
定員　先着 10 名　※申込必要

時局講演会
　「ニュースの裏表」
8 日（日）
14:00 ～
講師　坪川　常春 氏
対象　一般
※講演では質問タイムを設
けます。

第 8 回
 おおい町スーパー玉入れ選手権
15 日（日）
8:30 ～
場所　名田庄体育館
対象　町民一般（町内勤務者含む）
お問合わせ先　生涯学習課
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●
補
助
対
象
者

①
、
②
と
も
町
内
に
住
所
の
あ
る
個

人
ま
た
は
町
内
に
主
た
る
事
務
所
ま

た
は
事
業
所
を
有
す
る
法
人
お
よ
び

個
人
事
業
主

●
補
助
金
額
（
同
一
年
度
に
お
け
る

補
助
金
の
交
付
は
そ
れ
ぞ
れ
一
回
限

り
と
な
り
ま
す
）

①
上
限
20
万
円
（
電
気
自
動
車
の
車

種
に
よ
り
金
額
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
）

※
新
車
の
電
気
自
動
車
の
み
を
対
象

と
し
、
プ
リ
ウ
ス
な
ど
の
プ
ラ
グ
イ

ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
は
対
象
外
と
な

り
ま
す
。

②
上
限
５
万
円
（
設
置
工
事
費
の
２

分
の
１
）

※
普
通
充
電
設
備
、
急
速
充
電
設
備

の
い
ず
れ
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

低
炭
素
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に

向
け
、
積
極
的
に
制
度
を
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

　

制
度
の
詳
細
や
対
象
と
な
る
車
種

な
ど
ど
ん
な
些
細
な
こ
と
で
も
構
い

ま
せ
ん
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

合
」
が
手
続
き
を
行
う
事
務
委
託
制

度
も
あ
り
ま
す
。
労
働
保
険
制
度
に

つ
い
て
、
ご
不
明
な
点
な
ど
あ
り
ま

し
た
ら
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

林
業
退
職
金
共
済
制
度
（
林
退
共
）

に
加
入
し
て
い
た
が
、
退
職
金
を
ま

だ
受
け
取
っ
て
い
な
い
方
を
探
し
て

い
ま
す
。
以
前
、
林
業
に
従
事
し
て

い
た
こ
と
が
あ
り
、
林
退
共
へ
加
入

し
て
い
た
か
分
か
ら
な
い
方
に
つ
い

て
も
お
調
べ
し
ま
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

大
学
・
短
大
・
高
専
・
専
修
学
校

の
学
生
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
、

合
同
企
業
説
明
会
（
約
２
０
０
社
）

を
開
催
し
ま
す
。

　

多
く
の
県
内
企
業
が
集
ま
り
、
会

社
情
報
、
採
用
計
画
な
ど
最
新
情
報

を
い
ち
早
く
入
手
で
き
ま
す
の
で
、

就
職
活
動
を
控
え
て
い
る
方
は
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
参
加
費
は
無
料

で
事
前
の
登
録
は
不
要
で
す
。

と　

き　
　

平
成
26
年
１
月
４
日
㈯

午
前
11
時
～
午
後
５
時

と
こ
ろ　
　

サ
ン
ド
ー
ム
福
井

（
越
前
市
瓜
生
町
５
の
１
の
１
）

　

町
で
は
、
電
気
自
動
車
の
導
入
を

促
進
し
、
地
球
温
暖
化
防
止
や
大
気

汚
染
の
改
善
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
電
気
自
動
車
の

購
入
や
充
電
設
備
設
置

費
用
の
一
部
を
補
助
し

て
い
ま
す
。

●
補
助
対
象

①
電
気
自
動
車

②
電
気
自
動
車
充
電
設
備

お
知
ら
せ

NEWS&

INFORMATION

■おおい町役場
　☎ 77-1111 ㈹
   （教育委員会事務局）
　☎ 77-1150

■名田庄総合事務所
　☎ 67-2222 ㈹

■保健福祉ｾﾝﾀｰ「なごみ」
   （なごみ保健課）
　☎ 77-1155 ㈹

■あっとほ～むいきいき館
   （保健福祉室）
　☎ 67-2000 ㈹

■ i ネットぴあプラザ
   （電子情報課）
　☎ 77-9030

人身 7 件
死者 0 人
傷者 6 人
物損 109 件

町 内交通事故発生状況
（平成 25 年 10 月 31 日現在）

　死亡事故０
ゼロ

継続日数
  441 日

　
「
講
正
学
舎
」
は
、
東
京
の
大
学

に
進
学
す
る
福
井
県
出
身
の
男
子
学

生
の
た
め
の
ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ

ン
形
式
の
学
生
寮
で
す
。

　

平
成
26
年
度
の
新
入
寮
生
を
募
集

し
ま
す
。
資
格
・
申
し
込
み
方
法
な
ど

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
人
数　

８
人

　

小
浜
公
共
職
業
安
定
所
で
は
、
労

働
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い
事
業
者

に
対
し
、
早
期
加
入
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

　

労
働
保
険
に
は
、
労
働
者
を
一
人

で
も
雇
用
し
て
い
る
全
て
の
事
業
主

が
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
労
働
保
険
の
加
入
事
務
処

理
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
は
、
事
業

主
に
代
わ
っ
て
「
労
働
保
険
事
務
組

制度の利用は一年度につき一回

講
正
学
舎
入
寮
生
募
集

企
画
課　

☎
77
・
１
１
１
１

問

電
気
自
動
車
の
購
入
を

　
　
　
　

促
進
し
て
い
ま
す

企画課  ☎ 77・1111問

林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た　

　
　

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か

小
浜
公
共
職
業
安
定
所

☎
52
・
１
２
６
０

問

生涯学習課　☎ 77 ・ 1150

◆と　き　平成 26 年 1 月 12 日 ( 日 )
　　　　　午後１時から
◆ところ　おおい町総合町民センター

平成 26 年 おおい町成人式

問

公
益
財
団
法
人 
雲
浜
奨
学
会 

講
正
学
舎

☎
03
・
３
３
２
７
・
７
８
０
０

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
5.ocn.ne.jp/~unpin

問労
働
保
険
に

　
　
　

加
入
し
て
く
だ
さ
い

独
立
行
政
法
人 
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

☎
03
・
６
７
３
１
・
２
８
８
７

問ふ
る
さ
と
企
業

　
　
　

魅
力
発
見
フ
ェ
ア

福
井
県
労
働
政
策
課

☎
０
７
７
６
・
20
・
０
３
９
０

問

ＪＲ小浜線を利用する親子で
の旅行に、ＪＲきっぷ購入費
の一部（上限額２万円）を助
成しています。詳しくはお問
い合わせください。

JR 小浜線利用促進！
　　親子列車旅行助成
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三さ
ん
ぺ
き
も
く
せ
い

碧
木
星

　

運
気
は
よ
う
や
く
安
定
を
し

て
き
た
。
心
身
と
も
に
十
分
な

苦
難
の
道
を
越
え
、
今
か
ら
が

新
規
へ
の
再
出
発
と
考
え
強
く

一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
。
進
む

事
も
大
事
。

　
　

一い
っ
ぱ
く
す
い
せ
い

白
水
星

　

運
気
は
上
々
な
れ
ど
も
周
囲

か
ら
の
反
発
が
激
し
く
、
衰
運

に
陥
る
ご
と
き
状
態
も
起
こ
る
。

周
囲
と
の
調
和
を
十
分
に
図
り

事
に
臨
め
ば
前
途
は
開
け
て
来

る
。

　
　

二じ

こ

く

ど

せ

い

黒
土
星

　

運
気
は
頗
る
快
調
で
は
あ
る

が
一
歩
を
誤
れ
ば
自
分
の
意
志

が
横
道
に
そ
れ
て
正
道
を
踏
み

外
す
恐
れ
も
あ
る
。
何
事
も
誠

意
と
誠
実
さ
を
忘
れ
ず
進
め
ば

良
し
。

　12 月の運気
   （12 月 7 日～ 1 月 4 日まで）

　
　

六り
く
は
く
き
ん
せ
い

白
金
星　

　

運
気
は
非
常
に
複
雑
で
吉
凶

共
に
左
右
す
る
。
大
事
の
こ
と

は
持
ち
越
し
て
新
年
に
向
け
て

精
力
を
蓄
え
る
の
も
一
策
。
今

は
現
状
の
維
持
に
努
め
る
の
が

得
策
。

　
　

四し
ろ
く
も
く
せ
い

緑
木
星

　

運
気
は
杞
憂
に
明
け
暮
れ
心

も
重
い
。
し
か
し
良
い
こ
と
も

必
ず
訪
れ
る
。
新
年
に
期
待
し

て
今
か
ら
活
動
の
準
備
に
取
り

か
か
る
も
良
し
。
年
度
末
の
身

辺
整
理
を
。

　
　

五ご

お

う

ど

せ

い

黄
土
星

　

運
気
は
吉
凶
の
繰
り
返
す
。

今
は
以
前
の
盛
期
は
影
も
な
く
、

総
て
が
衰
運
の
中
に
あ
る
。
人

生
の
転
換
期
と
も
言
え
そ
う
。

こ
の
転
換
期
を
逆
に
利
用
せ
よ
。

　
　

九き
ゅ
う
し
か
せ
い

紫
火
星

　

運
気
は
衰
運
に
向
か
っ
て
い

る
。
長
期
の
計
画
は
来
年
に
延

期
し
、
今
は
現
状
の
維
持
に
努

め
る
の
が
先
決
。
し
か
し
い
た

ず
ら
に
悲
観
せ
ず
最
後
の
努
力

を
。

　
　

七し
ち
せ
き
き
ん
せ
い

赤
金
星

　

運
気
は
好
調
な
り
。
誠
意
と

努
力
の
も
の
が
祝
杯
を
挙
げ
ら

れ
る
。
少
し
の
油
断
も
世
間
に

は
認
め
ら
れ
ぬ
。
最
後
の
仕
上

げ
こ
そ
自
分
の
行
動
の
極
め
な

り
。

　
　

八は
っ
ぱ
く
ど
せ
い

白
土
星

　

運
気
は
ま
だ
完
全
で
は
な
い
。

金
銭
の
投
入
は
控
え
た
方
が
無

難
。
新
年
に
期
待
し
た
い
。
投

機
は
も
ち
ろ
ん
時
期
尚
早
な
り
。

せ
め
て
年
末
は
周
囲
の
平
穏
を
。

※立春が新しい年の第１日となるため、１月と２月上旬生まれは前の年の運気とみます。 ～暦会館提供～

☆
一
白
水
星　

明
42
生
／
大
７
生
／
昭
２
、
11
、
20
、
29
、
38
、
47
、
56
生
／
平
２
、
11
、
20
生

☆
二
黒
土
星　

明
41
生
／
大
６
生
／
昭
１
、
10
、
19
、
28
、
37
、
46
、
55
生
／
平
１
、
10
、
19
生

☆
三
碧
木
星　

明
40
生
／
大
５
、
14
生
／
昭
９
、
18
、
27
、
36
、
45
、
54
、
63
生
／
平
９
、
18
生

☆
四
緑
木
星　

大
４
、
13
生
／
昭
８
、
17
、
26
、
35
、
44
、
53
、
62
生
／
平
８
、
17
生
、
26
生

☆
五
黄
土
星　

大
３
、
12
生
／
昭
７
、
16
、
25
、
34
、
43
、
52
、
61
生
／
平
７
、
16
生
、
25
生

☆
六
白
金
星　

大
２
、
11
生
／
昭
６
、
15
、
24
、
33
、
42
、
51
、
60
生
／
平
６
、
15
生
、
24
生

☆
七
赤
金
星　

大
１
、
10
生
／
昭
５
、
14
、
23
、
32
、
41
、
50
、
59
生
／
平
５
、
14
生
、
23
生

☆
八
白
土
星　

明
44
生
／
大
９
生
／
昭
４
、
13
、
22
、
31
、
40
、
49
、
58
生
／
平
４
、
13
、
22
生

☆
九
紫
火
星　

明
43
生
／
大
８
生
／
昭
３
、
12
、
21
、
30
、
39
、
48
、
57
生
／
平
３
、
12
、
21
生

冬の備えは大丈夫ですか？

雪 に備える週間
12
月
4
日
㈬
か
ら
12
月
10
日
㈫
は
第
65
回
人
権
週
間

～
考
え
よ
う 

相
手
の
気
持
ち

 　
　
　
　
　

育
て
よ
う 

思
い
や
り
の
心
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　

人
権
週
間
に

　
　
　
　
　
　
　
　

伴
い
、
下
記
の

　
　
　
　
　
　
　
　

と
お
り
特
設
人

　
　
　
　
　
　
　
　

権
相
談
所
を
開

　
　
　
　
　
　
　
　

設
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

相
談
所
で
は
、

人
権
擁
護
委
員
が
日
頃
の
さ
ま
ざ
ま

な
悩
み
ご
と
、
い
じ
め
、
不
登
校
、

体
罰
、
部
落
差
別
、
外
国
人
の
問
題
、

そ
の
他
人
権
に
関
す
る
こ
と
な
ど
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
特
設
人
権
相
談
所

と　

き　
　

　

12
月
４
日
㈬　

13
時
～
15
時

と
こ
ろ　
　

　

総
合
町
民
セ
ン
タ
ー

　

里
山
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

住
民
福
祉
課
☎
77
・
１
１
１
１

問

み
ん
な
で
築
こ
う 

人
権
の
世
紀

快適な冬は、一人ひとりの
協力から。冬を迎えるに
あたってのルールやマナー
についてみんなで話し合い、
協力して雪対策を進めましょう。

12 月２日～６日は

道の駅 うみんぴあ大飯 ☎ 77・4600問

毎週金曜日は、とれたての新鮮な魚介類を豊富に
そろえています。午後からは、お刺身盛り合わ
せの均一セールも実施していますので、仕事帰
りや夕飯のお買いものにぜひご利用ください！

毎週金曜日は「お魚の日」！
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大
飯  

発
電
所
と
ぴ
っ
く
す

Topics

大飯発電所シビアアクシデント対策について

　大飯発電所では、重大事故を想定したシビアアクシデント対策として、10 月 23
日に、放水口および取水口において、敷地外への放射性物質放出抑制対策として配
備したシルトフェンスの設置訓練を行いました。

シルトフェンス設置訓練の様子

大飯発電所 出力 営業運転開始 発電電力量 発電日数

２号機 117.5 万 KW 昭和54年12月 2,408.0億kwh 8,645日

１号機 117.5 万 KW 昭和54年3月 2,217.3億kwh 8,018日

３号機 118 万 KW 平成3年12月 1,748.6億kwh 6,186日

４号機 118 万 KW 平成5年2月 1,760.8億kwh 6,201日

発電所の運転状況

※発電電力量および日数は平成 25 年 10 月末日現在の数値です。

11 月 12 月

平成 25 年

第 24 回定期検査中

  　　     　　 第 24 回定期検査中

第 16 回定期検査中

第 15 回定期検査中

◀
シ
ル
ト
フ
ェ
ン
ス
の

　
　
　
　
断
面
イ
メ
ー
ジ
図

フロート

アンカーロープ

アンカーカーテン

係留ロープ

（水面）

（海底）

原子炉格納容器が破損した際、放射性物質の放出を抑制するため、放水砲を用いて格
納容器に放水します。シルトフェンスは、その放水した水が、放水口および取水口へ
流れて海へ流出・拡散するのを防ぐために水中に設置するカーテン状の仕切りです。
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な ご み

いきいき  12月
保健福祉センター「なごみ」

なごみ保健課　☎ 77-1155 ㈹

あっとほ～むいきいき館
保健福祉室　☎ 67-2000

休日在宅当番医

休日救急医療機関 小浜病院

■乳幼児健康診査

　６～７か月児・１歳６か月児健診           13 日㈮

■すくすく広場 20 日㈮

■はぐはぐの会 17 日㈫

■離乳食教室 18 日㈬

■一般健康相談 毎週木曜日

■ラジオ体操講習会 4 日㈬

■栄養講座 12 日㈭

■大人の歯科検診 12 日㈭

■心の健康相談・ミニデイケア 13 日㈮

戸籍の 窓 （敬称略）

平成 25 年 10 月 7 日から
 　  平成 25 年 11 月 8 日届出まで

赤ちゃん

おくやみ

   名前　       性別　     保護者　        住所

田　 和
かずひろ

弘　 　 男　　 敏一・裕子　　　 仲の町

小林　 一
いっせい

晟　　  男　　 純也・佐貴　　　 山田

中川　 陽
ひ な

愛　　  女　　 淳也・美佳　 　　福谷

杉谷　 純
じゅん

　　　  女　　 厚征・友梨　 　　石山

渡邉　 純
じゅんのすけ

ノ介　  男　　 和也・さやか 　　小車田

  名前         年齢      性別　　  住所

福田　義明　　　85 歳　　  男　     名田庄中

仲野　文江　　   89 歳　　  女　     名田庄小倉畑

お誕生おめでとうございます。元気にすくすく育ってください。

ごめい福をお祈りします。

■幼児健康診査

 １歳６か月児・２歳児・３歳児健診　 　  6 日㈮

■すくすく広場 　　　　13 日㈮

■一般健康相談 毎週木曜日

■ふれあいのつどい 18 日㈬

■ラジオ体操講習会 11 日㈬

■栄養講座 5 日㈭

■心の健康相談 25 日㈬

  1 日（日）  常藤内科医院  　  8 日（日）  高浜病院

15 日（日）  堀口医院　     　22 日（日）  高浜病院

23 日（月）  なごみ診療所  　29 日（日）  和田診療所

30 日（月）  高浜病院　     　31 日（火）  なごみ診療所

たかさご

    名前　           住所（　）は旧姓・旧住所

 新谷　和也　　　　　川上
（村松） 光代　　　　　（５区）

 倉谷　周平　　　　　名田庄口坂本
（時岡） 真莉子　　　　（５区）

 時岡　快充　　　　　３区
（林） 沙紀　　　　　　（京都府）

ご結婚おめでとうございます。いつまでもお幸せに。

あっとほ～むいきいき館

福祉バス運行表
■納田終・井上・中地区 10 日㈫ 19 日㈭ 27 日㈮

■坂本・西谷地区　　 6 日㈮ 17 日㈫ 26 日㈭

■下久田・久坂・下地区 3 日㈫ 12 日㈭ 20 日㈮

■三重・小倉・美川地区 5 日㈭ 13 日㈮ 24 日㈫

まちの人口
平成 25 年 11 月 1 日現在　　（　）は前月比

　総人口　　　　8,739　　　　 （－５）
　　男　　　　　4,269　　　　 （－３）
　　女　　　　　4,470　　　　 （－２）
　世帯数　　　　3,223　　　　 （＋２）
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編
集
後
記

編
集

　
企

画
課

　
T

E
L

 0770-77-1111　
F

A
X

 0770-77-1289　
E

-m
ail kikaku@

tow
n.ohi.lg.jp　

発
行

　
福

井
県

お
お

い
町

　
〒

919-2111　
福

井
県

大
飯

郡
お

お
い

町
本

郷
136-1-1

◆
平

成
25

年
11

月
26

日
◆

広
報

▼
先
日
、
あ
る
お
じ
い
ち
ゃ
ん
に

一
冊
の
童
謡
を
い
た
だ
き
ま
し
た

▼
物
語
の
あ
ら
す
じ
は
、
笛
を
吹

く
の
が
大
好
き
な
小
学
5
年
生
の

男
の
子
が
、
い
つ
も
笛
の
練
習
を

す
る
里
山
に
は
、
季
節
に
な
る
と

チ
ョ
ウ
ゲ
ン
ボ
ウ
と
い
う
鳥
が

や
っ
て
き
ま
す
▼
あ
る
日
、
不
思

議
な
双
眼
鏡
に
出
会
い
、
チ
ョ
ウ

ゲ
ン
ボ
ウ
た
ち
の
会
話
を
聞
く
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
▼

そ
の
矢
先
、
1
羽
の
チ
ョ
ウ
ゲ
ン

ボ
ウ
が
キ
ツ
ネ
に
襲
わ
れ
、
お
ば

あ
さ
ん
と
一
緒
に
チ
ョ
ウ
ゲ
ン
ボ

ウ
を
助
け
ま
す
が
、
思
わ
ぬ
別
れ

が
や
っ
て
く
る
と
い
う
も
の
で
す

▼
こ
の
作
品
の
主
人
公
が
と
に
か

く
純
粋
で
優
し
く
、
ま
た
情
景
の

描
写
や
登
場
す
る
人
物
な
ど
の
心

情
が
見
事
に
表
現
さ
れ
て
い
て
、

感
動
す
る
作
品
で
し
た
▼
実
は
、

こ
の
本
を
い
た
だ
い
た
お
じ
い

ち
ゃ
ん
は
、
自
分
が
年
を
と
っ
た

ら
こ
う
な
り
た
い
と
尊
敬
し
て
い

る
方
で
、
年
に
数
回
お
会
い
す
る

機
会
が
あ
る
の
で
す
が
、
謙
虚
で

優
し
く
、
周
り
に
い
る
人
を
朗
ら

か
な
気
分
に
さ
せ
て
く
れ
ま
す
▼

人
と
し
て
の
器
の
差
を
感
じ
、
自

分
も
謙
虚
に
な
れ
ま
す
▼
感
動
で

き
る
本
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
心

か
ら
感
謝
し
、
子
ど
も
が
も
う
少

し
大
き
く
な
っ
た
ら
必
ず
読
ん
で

あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す（
な
る
と
）

知っているようで意外と
知らない、地区の伝統や
歴史をご紹介します

　
大
島
で
古
く
か
ら
踊
ら
れ
て

い
た
も
の
に
「
男
踊
り
」
と

「
女
踊
り
」
が
あ
り
、
今
日
で
は
、

そ
れ
ら
の
こ
と
が
「
大
島
踊
り
」

この人に聞きました！ 石田 惠美子さん
　 （西村区）

大島踊り保存会会長
石田さんは「今年は、カセットテープから三味線の音
程を拾い、文教選抜芸能祭で生演奏に挑戦するという
難題に取り組みました。周りの方々のご協力や支えに
より、何とか子どもたちに大島の伝統文化を伝えられ
ていることを嬉しく思います」と話してくれました。

大島踊り
おおい町大島地域
問い合わせ先　おおい町　郷土史料館　☎ 77-2820

お
お
い
な
る
伝
統

　　△大島踊り（平成 25 年 10 月 6 日  
　　　　　　　　　　　福井県市町文教選抜芸能祭）

掛
け
合
い
文
句
に
恋
を
託
し

十
五
夜
を
心
ゆ
く
ま
で
踊
る

△大島小学校の児童が
　　　大島踊りを練習する様子

　
　
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
昔
、
男
踊
り
は
大
島
の

　
歴
史
に
ふ
さ
わ
し
く
厳
粛
な

お
盆
の
行
事
と
し
て
、
八
月

十
五
日
の
昼
過
ぎ
か
ら
島
山
神

社
本
殿
前
で
、
そ
の
後
長
楽
寺

阿
弥
陀
堂
の
前
に
移
動
し
て
踊

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
長
楽
寺
で

は
、
美
し
く
着
飾
っ
た
女
踊
り

の
女
衆
が
、
男
踊
り
の
終
わ
る

の
を
待
っ
て
輪
の
中
に
入
り
、

女
踊
り
の
掛
け
合
い
文
句
に
恋

を
託
し
て
十
五
夜
を
心
ゆ
く
ま

で
踊
り
楽
し
ん
だ
そ
う
で
す
。

　
　
　
戦
争
に
よ
り
、
一
度
は

　
　
衰
微
し
て
し
ま
い
ま
し
た

　
　
が
、
せ
め
て
女
踊
り
だ
け

　
　
で
も
復
活
さ
せ
よ
う
と

　
　「
大
島
踊
り
保
存
会
」
が

　
　
結
成
さ
れ
、
最
近
で
は

　
　
大
島
小
学
校
の
体
育
祭
な

　
　
ど
で
子
ど
も
た
ち
が
大
島

　
　
踊
り
を
踊
る
姿
が
見
ら
れ

　
　
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

※
次
号
か
ら
町
の

　
　

伝
承
料
理
を
ご
紹
介
し
ま
す
。


